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特集1

大事なお金の使い方大事なお金の使い方
平成29年度当初予算は、公共施設の維持・修繕に掛かる経費を考慮しな
がら、将来にわたって市が住みよいまちであり続けるために必要な投資
を行います。

後 編

舞台照明などの設備更新
を適切に行うことで、施設
の魅力・集客力を高めます。

予算は財政運営の基本方針となっている「中期財政計画」に沿ってつくられて
いて、最終年度となる平成29年度ではいずれの目標も達成する見込みです。

老朽化の度合いが大きな
箇所から優先して修繕や
改修を行います。

災害への備えや地域の状況
などを考慮しながら、機能
的な施設整備を行います。

県などと連携しながら、市
民の暮らしに必要な整備
を行います。

道路・橋・公園など医療・保健・
福祉施設など

庁舎・公民館など体育館・
スポーツ施設など

文化・交流施設など

長寿命化計画などに基づ
き、計画的に修繕や改修を
行います。

地域コミュニティ
活性化プロジェクト

地域の自主的で継続的な取
り組みを支援し、自立性の高
いコミュニティの形成を促
進します。

IJU（移住）
推進プロジェクト

移住に関する情報発信や
移住後のフォローアップ
など、移住に向けた支援を
強化します。

観光地域づくり
推進プロジェクト

観光資源のブランド化や
観光客の受入環境の充実、
スポーツキャンプの誘致
を推進します。

フードシティ
推進プロジェクト

新規就農者の育成や定着
の促進、食を生かし販路や
交流人口の拡大を目指し
ます。

　
厳
し
い
状
況
で
す
。医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障

費
の
増
加
や
、公
共
施
設
の
維
持
・
修
繕
な
ど
に
要
す

る
経
費
の
増
加
が
主
な
要
因
で
す
。

クリエイティブシティ
推進プロジェクト

人材の定着や流入の促進、
地元産業の成長や創業支
援、中心市街地の雇用拡大
を進めます。

宮
崎
市
の
財
政
は

ど
ん
な
状
況
で
す
か
？

QA
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
、生
活
環
境
の
悪
化
な

ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。将
来
的
に
公
園
や
公
民
館
が

あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
ま
ま
財
政
が
悪
化
す
る
と

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？

QA
　
限
ら
れ
た
収
入
の
中
か
ら
、将
来
に
向
け
て
必
要

な
事
業
に
は
投
資
を
し
つ
つ
、毎
日
の
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
公
共
施
設
の
維
持
・
修
繕
に
も
優
先
順
位

を
付
け
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は

ど
う
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

QA
　
市
で
は
地
方
創
生
に
向
け
て
5
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
け
、若
い
世
代
の
定
着
や
地
域
活
力

の
維
持
・
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。平
成
29
年

度
当
初
予
算
で
は
、こ
の
推
進
に
か
か
る
予
算
を
前

年
度
の
倍
に
増
や
し
て
い
ま
す
。

将
来
に
向
け
て
力
を
入
れ
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
　
例
え
ば
、毎
日
の
ご
み
の
分
別
に
力
を
入
れ
て
い

た
だ
く
と
、行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
削
減

に
つ
な
が
り
ま
す
。市
で
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財

政
運
営
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

QA

将来への投資公共施設の維持・更新
将来にわたって住みよいまちであり続けるために必要な投資です。暮らしに必要な公共施設サービスの維持のために、適切に管理していきます。

平成29年度当初予算 みやざき創生を選択と集中により
推進する「創生戦略予算」

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
密
接
な
つ
な
が
り
の
あ
る
福
祉
や
道

路
整
備
な
ど
、市
の
基
本
的
な
事
業
を
行
う
た
め
の
一
般
会

計
予
算
。そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
給
料（
市
税
な
ど
）と
、実
家
か
ら
の
仕
送
り（
国
庫
・
県
支
出

金
な
ど
）、銀
行
か
ら
の
借
入
金（
市
債
）を
合
わ
せ
た
の
が
収

入（
歳
入
）で
す
。宮
崎
市
は
給
料
だ
け
で
は
生
活
を
賄
い
き

れ
ず
、仕
送
り
や
借
入
金
を
活
用
し
な
が
ら
や
り
く
り
し
て

い
ま
す
。

家
計
に
例
え
る
と…

■
収
入（
歳
入
）

　
削
る
こ
と
の
で
き
な
い
借
入
金
の
返
済（
公
債
費
）や
医
療

費（
扶
助
費
）、食
費（
人
件
費
）が
、義
務
的
経
費
に
当
た
り
ま

す
。こ
れ
に
、自
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
車
の
購
入
な
ど
の
投
資

的
経
費
、光
熱
費（
物
件
費
）な
ど
を
合
わ
せ
た
も
の
が
支
出

（
歳
出
）で
す
。

■
支
出（
歳
出
）

市では収入を確保しながら
支出を減らす工夫を続けています。

歳 入
158,310
（単位：百万円）

市税
33.4％

諸収入 1.8％

使用料及び
手数料 1.3％

自主財源
41.2％

依存財源
58.8％

その他 4.7％地方交付税
15.3％

国庫支出金
20.2％

県支出金
7.5％

地方譲与税
1.0％

交付金
5.5％

市債
9.3％

歳 出
158,310
（単位：百万円）

人件費
12.7％

扶助費
33.9％

公債費
12.7％

普通建設
9.1％

災害
その他
0.1％

繰出金
9.3％

積立金
0.8％

補助費など
5.9％

その他
31.5％ 義務的

経費
59.3％

投資的経費
9.2％

物件費
その他
15.5％

義務的経費というのは
福祉に掛かる費用など、

歳入の状況に関わらず必要な
経費のことね！

収入は
自主財源が4割、
依存財源が6割

なんだね！

※目標1は普通会計（一般会計、5特別会計）ベース、
　目標1・2は平成29年度末残高、目標3は平成29年度当初予算時

市債残高120億円以上の圧縮
■見込額：138億円の圧縮 （H26年度決算比）

財政5基金残高200億円以上の確保
■見込額：271億円

収入確保・支出削減額13億円
■達成額：14億円 （H26年度予算比・3か年の合計）

目
標
1

目
標
2

目
標
3

財政課 主任主事 

緒方 俊介
お が た しゅんすけ

これからも健全な財政運営に取り組みます。

詳しくは
市ホームページでご覧ください。

小戸之橋架け替えみやざき動物愛護センター青島地域総合センター宮崎市生目の杜運動公園宮崎市民文化ホール


